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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発話中のユーザの顔を動画にするためのウェアラブルシステムであって、前記ウェアラ
ブルシステムは、
　画像を捕捉するように構成された内向きに面した結像システムであって、前記内向きに
面した結像システムは、１つ以上のカメラを備え、前記１つ以上のカメラは、前記ウェア
ラブルシステムが前記ユーザによって装着されているとき、ユーザの顔の眼球周囲領域が
前記内向きに面した結像システムによって観察可能であり、前記ユーザの下側顔が前記内
向きに面した結像システムによって観察不可能であるように位置付けられている、内向き
に面した結像システムと、
　前記ユーザの発話を受信するように構成されたオーディオセンサと、
　ハードウェアプロセッサと
　を備え、
　前記ハードウェアプロセッサは、
　前記内向きに面した結像システムを介して、前記ウェアラブルシステムが前記ユーザに
よって装着されているとき、前記ユーザの前記眼球周囲領域の画像を入手することと、
　少なくとも部分的に前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像に基づいて、前記ユーザ
の少なくとも前記眼球周囲領域の眼球周囲外形をエンコードする眼球周囲顔パラメータを
生成することと、
　前記オーディオセンサによって、前記ユーザによって発話されたオーディオストリーム
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を入手することと、
　前記オーディオストリームにおける音素を識別することと、
　前記ユーザを含まないグループの人々に関連付けられる画像を用いて生成された基本モ
デルにアクセスすることと、
　少なくとも部分的に前記基本モデルと前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像とに基
づいてマッピングをカスタマイズすることであって、前記マッピングの入力は、前記音素
と前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像とを備え、前記マッピングの出力は、前記ユ
ーザの前記下側顔の外形をエンコードする下側顔パラメータを備え、前記下側顔パラメー
タは、前記音素と前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像との分析から推測される、こ
とと、
　前記マッピングを前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像に適用し、前記下側顔パラ
メータを生成することと、
　前記眼球周囲顔パラメータと前記下側顔パラメータとを組み合わせ、３次元（３Ｄ）顔
モデルに関連付けられた完全な顔パラメータを生成することと、
　少なくとも部分的に前記完全な顔パラメータに基づいて、前記ユーザの顔の動画を生成
することと
　を行うようにプログラムされている、ウェアラブルシステム。
【請求項２】
　前記３Ｄ顔モデルは、変形可能線形モデルを備え、前記眼球周囲顔パラメータおよび前
記下側顔パラメータは、前記ユーザが発話しているときの前記顔の変形を記述する、請求
項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３】
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、前記３Ｄ
顔モデルを更新し、前記下側顔パラメータまたは前記眼球周囲顔パラメータのうちの少な
くとも１つに対する更新を反映するようにプログラムされている、請求項２に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項４】
　前記マッピングの前記入力は、眼特定の情報、身体移動、または心拍数のうちの少なく
とも１つをさらに含む、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項５】
　前記眼特定の情報は、前記ユーザの眼姿勢、瞳孔拡張状態、眼色、または眼瞼状態のう
ちの少なくとも１つを含む、請求項４に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６】
　前記下側顔パラメータは、前記オーディオストリームにおける音素を視覚的に記述する
口形素をエンコードする、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７】
　前記マッピングをカスタマイズするために、前記ハードウェアプロセッサは、少なくと
も部分的に前記眼球周囲領域の前記画像に基づいて、前記ユーザの顔の皮膚テクスチャを
推測するようにプログラムされ、前記ユーザの顔の前記動画は、前記顔の前記皮膚テクス
チャを組み込んでいる、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８】
　前記内向きに面した結像システムは、眼カメラを備え、前記内向きに面した結像システ
ムによって入手された前記眼球周囲領域の前記画像は、第１の眼のための前記眼球周囲領
域の画像を備えている、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項９】
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、
　前記内向きに面した結像システムによって入手された前記眼球周囲領域の前記画像に基
づいて、第２の眼のための眼球周囲顔パラメータを決定することと、
　前記第２の眼のための前記眼球周囲顔パラメータを前記完全な顔パラメータの中に組み
込むことと
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　を行うようにプログラムされている、請求項８に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１０】
　前記完全な顔パラメータが適用され、前記ユーザの顔の前記動画を生成するようにする
ために、前記ハードウェアプロセッサは、命令を複合現実ディスプレイを備えているウェ
アラブルデバイスに通信するようにプログラムされておりており、前記命令は、前記完全
な顔パラメータが適用され、前記３Ｄ顔モデルを中立位置から変動させるようにする、請
求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１１】
　発話中のユーザの顔を動画にする方法であって、前記方法は、
　画像を捕捉するように構成された内向きに面した結像システムによって入手されたユー
ザの眼球周囲領域の画像にアクセスすることであって、前記内向きに面した結像システム
は、１つ以上のカメラを備え、前記１つ以上のカメラは、ウェアラブルシステムが前記ユ
ーザによって装着されているとき、前記ユーザの顔の眼球周囲領域が前記内向きに面した
結像システムによって観察可能であり、前記ユーザの下側顔が前記内向きに面した結像シ
ステムによって観察不可能であるように位置付けられている、ことと、
　少なくとも部分的に前記画像に基づいて、前記ユーザの少なくとも前記眼球周囲領域の
眼球周囲外形をエンコードする眼球周囲顔パラメータを決定することと、
　オーディオセンサによって入手されたユーザによって発話されたオーディオストリーム
にアクセスすることと、
　前記オーディオストリームにおける音素を識別することと、
　前記ユーザを含まないグループの人々に関連付けられる画像を用いて生成された基本モ
デルにアクセスすることと、
　少なくとも部分的に前記基本モデルと前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像とに基
づいてマッピングをカスタマイズすることであって、前記マッピングの入力は、前記音素
と前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像とを備え、前記マッピングの出力は、前記ユ
ーザの前記下側顔の外形をエンコードする下側顔パラメータを備え、前記下側顔パラメー
タは、前記音素と前記ユーザの前記眼球周囲領域の前記画像との分析から推測される、こ
とと、
　前記マッピングを前記画像に適用し、前記下側顔パラメータを生成することと、
　前記眼球周囲顔パラメータと前記下側顔パラメータとを組み合わせ、３次元（３Ｄ）顔
モデルに関連付けられた完全な顔パラメータを生成することと、
　少なくとも部分的に前記完全な顔パラメータに基づいて、完全な顔画像を生成すること
と
　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記３Ｄ顔モデルは、変形可能線形モデルを備え、前記眼球周囲顔パラメータおよび前
記下側顔パラメータは、前記ユーザが発話しているときの前記顔の変形を記述する、請求
項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、前記３Ｄ
顔モデルを更新し、前記下側顔パラメータまたは前記眼球周囲顔パラメータのうちの少な
くとも１つに対する更新を反映するようにプログラムされている、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記完全な顔パラメータは、前記ユーザの顔に関連付けられた動画を決定するために、
眼特定の情報と組み合わせられる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記眼特定の情報は、前記ユーザの眼姿勢、瞳孔拡張状態、眼色、または眼瞼状態のう
ちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】



(4) JP 2020-507141 A5 2020.12.17

　前記下側顔パラメータは、前記オーディオストリームにおける音素を視覚的に記述する
口形素をエンコードする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記完全な顔画像は、前記ユーザの皮膚テクスチャをさらに組み込んでおり、前記ユー
ザの前記皮膚テクスチャは、少なくとも部分的に前記内向きに面した結像システムによっ
て入手された前記画像に基づいて決定される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記マッピングは、眼球周囲顔パラメータが下側顔パラメータに関連付けられている可
能性を含み、前記下側顔パラメータは、それらが閾値基準に達していることの決定に応答
して、前記完全な顔画像を生成するために選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記画像は、静止画像またはビデオフレームのうちの少なくとも１つを含む、請求項１
１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記完全な顔画像を複合現実環境内にレンダリングするように頭部搭載型ディスプレイ
に命令することをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記基本モデルは、前記グループの人々の画像に基づいて生成される３Ｄ変形可能線形
モデルを備えている、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２２】
　前記基本モデルは、前記グループの人々の画像に基づいて生成される３Ｄ変形可能線形
モデルを備えている、請求項１１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ユーザの前記下側顔は、前記ウェアラブルシステムが前記ユーザによって装着され
ているとき、前記ウェアラブルシステムに関連付けられる任意のカメラによって観察され
ない、請求項１に記載のウェアラブルシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本明細書に説明される主題の１つ以上の実装の詳細が、付随の図面および以下の説明に
記載される。他の特徴、側面、および利点は、説明、図面、ならびに請求項から明白とな
るであろう。本概要または以下の発明を実施するための形態のいずれも、本発明の主題の
範囲を定義または限定することを主張するものではない。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　発話中のユーザの顔を動画にするためのウェアラブルシステムであって、前記ウェアラ
ブルシステムは、
　ユーザの眼球周囲領域を結像するように構成された内向きに面した結像システムと、
　前記ユーザの発話を受信するように構成されたオーディオセンサと、
　ハードウェアプロセッサと
　を備え、
　前記ハードウェアプロセッサは、
　前記内向きに面した結像システムを介して、前記ユーザの前記眼球周囲領域の画像を入
手することと、
　少なくとも部分的に前記画像に基づいて、前記ユーザの少なくとも前記眼球周囲領域の
眼球周囲外形をエンコードする眼球周囲顔パラメータを生成することと、
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　前記オーディオセンサによって、前記ユーザによって発話されたオーディオストリーム
を入手することと、
　前記オーディオストリームにおける音素を識別することと、
　マッピングにアクセスすることであって、前記マッピングの入力は、前記音素と前記ユ
ーザの前記眼球周囲領域の前記画像とを備え、前記マッピングの出力は、前記ユーザの少
なくとも下側顔の下側顔外形をエンコードする下側顔パラメータを備え、前記下側顔は、
前記ユーザによって装着されているとき、前記内向きに面した結像システムによって観察
されていない、ことと、
　前記マッピングを前記画像に適用し、下側顔パラメータを生成することと、
　前記眼球周囲顔パラメータと前記下側顔パラメータとを組み合わせ、３次元（３Ｄ）顔
モデルに関連付けられた完全な顔パラメータを生成することと、
　少なくとも部分的に前記完全な顔パラメータに基づいて、前記ユーザの顔の動画を生成
することと
　を行うようにプログラムされている、ウェアラブルシステム。
（項目２）
　前記３Ｄ顔モデルは、変形可能線形モデルを備え、前記眼球周囲顔パラメータおよび前
記下側顔パラメータは、前記ユーザが発話しているときの前記顔の変形を記述する、項目
１に記載のウェアラブルシステム。
（項目３）
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、前記３Ｄ
顔モデルを更新し、前記下側顔パラメータまたは前記眼球周囲顔パラメータのうちの少な
くとも１つに対する更新を反映するようにプログラムされている、項目２に記載のウェア
ラブルシステム。
（項目４）
　前記マッピングの前記入力は、眼特定の情報、身体移動、または心拍数のうちの少なく
とも１つをさらに含む、項目１に記載のウェアラブルシステム。
（項目５）
　前記眼特定の情報は、前記ユーザの眼姿勢、瞳孔拡張状態、眼色、または眼瞼状態のう
ちの少なくとも１つを含む、項目４に記載のウェアラブルシステム。
（項目６）
　前記下側顔パラメータは、前記オーディオストリームにおける音素を視覚的に記述する
口形素をエンコードする、項目１に記載のウェアラブルシステム。
（項目７）
　前記ハードウェアプロセッサは、少なくとも部分的に前記眼球周囲領域の前記画像に基
づいて、前記ユーザの顔の皮膚テクスチャを推測するようにさらにプログラムされ、前記
ユーザの顔の前記動画は、前記顔の前記皮膚テクスチャを組み込んでいる、項目１に記載
のウェアラブルシステム。
（項目８）
　前記内向きに面した結像システムは、眼カメラを備え、前記内向きに面した結像システ
ムによって入手された前記眼球周囲領域の前記画像は、第１の眼のための前記眼球周囲領
域の画像を備えている、項目１に記載のウェアラブルシステム。
（項目９）
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、
　前記内向きに面した結像システムによって入手された前記眼球周囲領域の前記画像に基
づいて、第２の眼のための眼球周囲顔パラメータを決定することと、
　前記第２の眼のための前記眼球周囲顔パラメータを前記完全な顔パラメータの中に組み
込むことと
　を行うようにプログラムされている、項目８に記載のウェアラブルシステム。
（項目１０）
　前記完全な顔パラメータが適用され、前記ユーザの顔の前記動画を生成するようにする
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ために、前記ハードウェアプロセッサは、命令を複合現実ディスプレイを備えているウェ
アラブルデバイスに通信するようにプログラムされておりており、前記命令は、前記完全
な顔パラメータが適用され、前記３Ｄ顔モデルを中立位置から変動させるようにする、項
目１に記載のウェアラブルシステム。
（項目１１）
　発話中のユーザの顔を動画にする方法であって、前記方法は、
　ユーザの眼球周囲領域を結像するように構成された内向きに面した結像システムによっ
て入手された画像にアクセスすることと、
　少なくとも部分的に前記画像に基づいて、前記ユーザの少なくとも前記眼球周囲領域の
眼球周囲外形をエンコードする眼球周囲顔パラメータを決定することと、
　オーディオセンサによって入手されたユーザによって発話されたオーディオストリーム
にアクセスすることと、
　前記オーディオストリームにおける音素を識別することと、
　マッピングにアクセスすることであって、前記マッピングの入力は、前記音素と前記ユ
ーザの前記眼球周囲領域の前記画像とを備え、前記マッピングの出力は、前記ユーザの少
なくとも下側顔の下側顔外形をエンコードする下側顔パラメータを備えている、ことと、
　前記マッピングを前記画像に適用し、下側顔パラメータを生成することと、
　前記眼球周囲顔パラメータと前記下側顔パラメータとを組み合わせ、３次元（３Ｄ）顔
モデルに関連付けられた完全な顔パラメータを生成することと、
　少なくとも部分的に前記完全な顔パラメータに基づいて、完全な顔画像を生成すること
と
　を含む、方法。
（項目１２）
　前記３Ｄ顔モデルは、変形可能線形モデルを備え、前記眼球周囲顔パラメータおよび前
記下側顔パラメータは、前記ユーザが発話しているときの前記顔の変形を記述する、項目
１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記完全な顔パラメータを生成するために、前記ハードウェアプロセッサは、前記３Ｄ
顔モデルを更新し、前記下側顔パラメータまたは前記眼球周囲顔パラメータのうちの少な
くとも１つに対する更新を反映するようにプログラムされている、項目１２に記載の方法
。
（項目１４）
　前記完全な顔パラメータは、前記ユーザの顔に関連付けられた動画を決定するために、
眼特定の情報と組み合わせられる、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　前記眼特定の情報は、前記ユーザの眼姿勢、瞳孔拡張状態、眼色、または眼瞼状態のう
ちの少なくとも１つを含む、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
　前記下側顔パラメータは、前記オーディオストリームにおける音素を視覚的に記述する
口形素をエンコードする、項目１１に記載の方法。
（項目１７）
　前記完全な顔画像は、前記ユーザの皮膚テクスチャをさらに組み込んでおり、前記ユー
ザの前記皮膚テクスチャは、少なくとも部分的に前記内向きに面した結像システムによっ
て入手された前記画像に基づいて決定される、項目１１に記載の方法。
（項目１８）
　前記マッピングは、眼球周囲顔パラメータが下側顔パラメータに関連付けられている可
能性を含み、前記下側顔パラメータは、それらが閾値基準に達していることの決定に応答
して、前記完全な顔画像を生成するために選択される、項目１１に記載の方法。
（項目１９）
　前記画像は、静止画像またはビデオフレームのうちの少なくとも１つを含む、項目１１
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に記載の方法。
（項目２０）
　前記完全な顔画像を複合現実環境内にレンダリングするように頭部搭載型ディスプレイ
に命令することをさらに含む、項目１１に記載の方法。
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